
 

                                               

                                               

                         

 

 

 

                                              

                                              

                                              

                                              

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆経営概況☆ 

丸太の製材及び木製品、新建材の販売 

☆経緯☆ 

 鈴木製材所は、初代の市太郎氏が明治３０年頃に創業し、以来約 120 年間、これま

で厳しい時代もあったようですが、安定的に経営・運営しているところです。私は、大

学進学とともに故郷を離れ、卒業後、徳島県で紙関係の仕事に従事していたものの、生

誕以来、毎日のように触れていた木材の良さを、一度、離れたことにより、改めて、再

認識することができ、自発的に平成 17 年 2 月、四国中央市（旧川之江市）上分町の自

宅兼製材所にＵターンしました。その後、見習い期間を経て、先代の父である謙から、

その代表を平成 27 年に引き継ぎ、現在２年目となっています。 

 

☆ここがポイント（市役所職員からのコメント）☆ 

 市内の製材所は、全盛期には約２０件営業していたが、後継者不足や、近接する他県

に大型製材工場が誘致されたこともあり、廃業するところが増え、現在では 10 件前後

と、地場産業としては危機的な状況となっている。このような背景の中、氏は製材所の

代表になる前から、地域の若手異業種から組織する「四国中央次世代森林・林業・木材

産業者協議会」の幹事として、積極的に地域の森林・林業の活性化のために取り組まれ、

地域のニューリーダーとして期待を寄せられている。 

 更に、四国中央市では、現在、国体開催を前にして、学校や公民館等の公共施設の木

造・木質化を進めているが、これらは、氏を始めとする地域の若手木材関連従事者が、

市長等に、「媛すぎ・媛ひのき」の製材品も含む地域材を積極的に使用するよう、陳情活

動を重ねた成果であり、建築工事への安定的な地域材供給に対しても、地元森林組合等

と連携して進めているところである。その結果、その象徴とも言える「新宮小中学校木

造新築校舎」が、平成 29 年１月に落成する運びとなっている。 

～  地域とともに歩む五代目 ～  

鈴木太一郎さん 
（四国中央市（旧川之江市）） 

[（有）鈴木製材所 代表取締役社長 ]  
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（製材工場での作業風景） 
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事務作業状況 
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【一週間のライフスタイル（一例）】 
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【普段の生活について】 
社長とはいえ、先代である現相談役の厳しい

指導の下、日々、仕事に追われる毎日です。し
かし、地域の地場産業である森林・林業・木材
産業を、自分の代で絶やすことのないよう日夜
奮闘しております。 

そのような中、娘が剣道を始めたことをきっ
かけに、時間を捻出しながら、地元の剣道クラ
ブに所属し、自分自身のストレス発散も兼ね、
週に１回は、大声を出して、自分自身に気合い
を入れ直しております。 

☆これからの夢や目指すもの☆ 

 今年１２月に地元森林組合は、来る 2020 年東京オリンピックに使用する木材を
供給するため、森林認証を所得したところです。鈴木製材所としても、山側から出荷
される認証材を、途切れることなく地域内で製品とするよう、近々、ＣＯＣ認証を取
得する準備にかかっています。そして、これを契機に、宇摩材の良さを地元の人だけ
ではなく、他の地域の方にも広く理解していただけるように働きかけていきたいで
す。 
☆メッセージ☆ 
 「国破れて山河あり」森林・林業は、今も昔もこれからも、地域産業のみならず、
地域の和紙生産を始めとする、宇摩地域の文化を後世に引き継ぐために無くてはなら
ないものです。このことは、私がボランティアで地域の子供達に指導している「剣の
道」を究めることにも通じるものであります。私自身、日々精進の毎日ですが、この
ようにすばらしい、日本古来の古き良き文化の継承に、今後も邁進しますので、地域
の皆様、自信を持って、宇摩林業・宇摩地域の発展に一緒に歩んで行きましょう！ 

【通常期】 
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新宮小中学校木造新築校舎 
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次世代会（三列目左から三人目） 


